
街をただよう子どもたち

子どもセンターてんぽシンポジウム　飛び立つために羽を休めてVol.18

３ パネルディスカッション「トー横キッズが求める支援とは」

　               〒211-0063 川崎市中原区小杉町2-276-1 ﾊﾟｰｸｼﾃｨ武蔵小杉  ｻﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾀﾜｰｽﾞｲｰｽﾄ 2階

主　催：認定特定非営利活動法人子どもセンターてんぽ
後　援：神奈川県　神奈川県教育委員会　神奈川県社会福祉協議会　横浜市　横浜市教育委員会　横浜市社会福祉協議会　  
              川崎市　相模原市　ｔｖｋ　   神奈川新聞社　   神奈川県弁護士会  子どもシェルター全国ネットワーク会議
                                                                                                                                                                                           （申請中を含みます）

　コーディネーター：髙橋　温 氏（子どもセンターてんぽ　理事長）
　パネリスト
　・橘　ジュン 氏（NPO法人BONDプロジェクト　代表）
   ・舩越 孝知 氏（神奈川県警察本部 生活安全部 少年育成課 少年環境係 係長）
　・佐藤 裕子 氏（東京都児童相談センター　保護第一課　課長）

日　時　２０２５年５月３１日（土）
             午後１時３０分～４時３０分
　　　　　（開場　午後１時00分）
会　場　川崎市コンベンションホール ホールＡ

～トー横問題から考える～
【内容】
１ 子どもセンターてんぽ活動報告
２ 基調講演「10代20代の生きづらさを抱える女性たちの現状」
　　　　　　　　　

【略歴】NPO法人BONDプロジェクト代表。ルポライター。2009年、10代20代の
生きづらさを抱える女の子を支えるNPO法人BONDプロジェクトを設立。虐待、家
出、貧困など様々な困難を一人で抱えてしまう女の子の声を聴き、講演・イベント
などで情報を伝え、必要に応じて専門機関へ繋ぐ活動を展開。行き場所がなく困っ
ている目の前の女の子のために街のパトロールや保護の活動も行う。

問合せ　子どもセンターてんぽ事務局　　横浜市港北区新横浜3-18-3　新横浜法律事務所内
　ＴＥＬ：０４５－４７３－１９５９（月～金 9:30～17:30）https://www.tempo-kanagawa.org/

講師：橘 ジュン 氏

 　　定　員：２００人（予約不要）参加費：無料



  近年、東京都新宿区歌舞伎町の「新宿東宝ビル(TOHOシネマズ新宿)」の横（通称「トー横」）
周辺に集まる子ども・若者たちが「トー横キッズ」と呼ばれています。神奈川県内では同じように
子ども・若者が集まる横浜ビブレの横を「ビブ横」と呼んでいます。彼女／彼らは、虐待やネグレ
クトなどが原因で家庭に居場所が無かったり、いじめなどが原因で学校に居場所が無いなどの理由
で、「トー横」や「ビブ横」に集まります。「トー横」や「ビブ横」は、彼女／彼らの居場所とな
る一方で、集まった子ども・若者が犯罪や性被害に巻き込まれる事件も発生するようになり、「ト
ー横問題」という言葉で社会に認知されるようになりました。 これに対して、国は、令和６年度
に「こども若者シェルター・相談支援事業」を立ち上げてガイドラインを作成しました。他方で、
私たち子どもセンターてんぽは、以前から、児童自立生活援助事業で子ども・若者の緊急避難施設
である「子どもシェルター」を運営していますが、「トー横」や「ビブ横」の子ども・若者と十分
に繋がることができていません。
 　そこで、今回は、「トー横」や「ビブ横」に集まる子ども・若者たちは、どのような困難を抱
え、どのような気持ちで、そこに集まるのか、大人社会に対してどのように感じているのか等につ
いて、実際に支援の現場で活動している橘ジュンさんに基調講演をしていただき、後半のシンポジ
ウムでは、橘さんに加えて、神奈川県警の舩越さんと東京都児童相談センターの佐藤さんに入って
いただいて、現場を知る３人の方のお話しを通して、私たち大人は、彼女／彼らにどうすれば繋が
ることができるのかを、会場のみなさんと一緒に考えたいと思います。

【会場案内】
・JR南武線・横須賀線・湘南新宿ライン
　　「武蔵小杉」駅 北口から徒歩約4分
・東急東横線・目黒線
　　「武蔵小杉」駅　徒歩約5分
 ※お車でのご来場はご遠慮ください。
　（会場に駐車場はございません）。
　　　　
　　　　川崎市コンベンションホール

てんぽでは、ス
タッフ＆ボラン
ティア＆寄付を
募集しています

　　　　　「子どもセンターてんぽ」とは？
１０代後半から２０歳前後の子ども・若者たち（以下「子ど
もたち」という。）の自立を支援することを目的に設立され
た認定ＮＰＯ法人で﻿す。さまざまな理由により安全・安心な
住まいがない子どもたちの緊急避難施設である「子どもシェ
ルターてんぽ（定員男女６名）」、就労や通学をしながら共
同生活を通して自立のための準備をする「自立援助ホームみ
ずきの家（定員女子６名）」、子ども本人や関係者の相談を
受ける「居場所のない子どもの電話相談」を運営していま
す。私たちは、子どもたちに安全・安心・清潔な住まいとお
いしい食事を提供し、利用する子どもたちの人権を守りま
す。一人ひとりの自立に向けたペースを尊重し、子どもたち
自身の選択による自立を支援しています。利用する子どもた
ちが望むとき（退所後も）、けっしてひとりにはしません。


